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研究成果の概要（和文）：認知症者の残存する記憶を辿り、本人と支える側の現実世界の認識の相違、すなわち
互いの「物語」の食い違いを発見し、支える側のその理解、共有を促進する工学的手段を研究した。まずアブダ
クション等を用いた知的推論の技術で、本人の記憶の欠落など、食い違いの原因を発見する手法を検討した。本
人の施設での生活を自動、持続的に「事象」として記録し、本人の「物語」を構成してデータベース化する技術
を開発した。コミュニケーション・ロボットが本人の「思い」を代弁する行動を引き出し、移動ロボットがその
際の本人の表情などの感情表出を記録する。さらにその記録を本人の幸せにつながる新たな記憶形成に活用する
手段を研究開発した。

研究成果の概要（英文）：We studied the following engineering methods. That is, by tracing the 
remaining memory of demented persons and discovering the difference in recognition of the real world
 of the person with dementia and the care giver, understanding and sharing of the care giver to the 
person with dementia will be promoted. First, we examined a method to discover the cause of 
discrepancy, such as lack of memory of the person with dementia by using computer reasoning 
technique such as abduction etc. Next, we researched and developed the technology to automatically 
and continuously record the daily life of a demented person in a nursing home care facility, and to 
construct a personal story in the database. Then, the communication robot draws behaviors that 
represent the feelings of dementia people, and the mobile robot records the person's expression at 
that time. Finally, we developed the method to utilize that record for new memory formation leading 
to the happiness of the person with dementia.

研究分野：コミュニケーション支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
急速に高齢化が進む本邦において、462万
人に上る認知症者の尊厳を支える質の高い
ケアの確立が急務である。現在、「施設から
在宅へ」という介護政策がとられているもの
の高齢認知症者の在宅介護は担い手がいな
いなどの問題があり、グループホーム（GH）
などの施設介護に頼らざるを得ない。しかし
GH などの施設に入居直前、直後は認知症者
（本人）を支える良好な関係性を築くことは
難しい。家族は介護で疲弊していたり遠方で
暮らしていたりすることに加え、介護スタッ
フは認知症者の人となりや生活歴を的確に
把握することができない。本人は孤立無援に
近い状態で、それまで馴染んでいた日常生活
空間から非日常の空間へ無理やり押し込ま
れることを意味する。施設のスタッフは入居
前に本人、家族からヒヤリングした不完全な
生活歴の記録を拠り所に本人にアプローチ
するが、本人が施設での体験をスタッフと共
有し、なじみの関係性を築くには様々なハー
ドルがある。 

 
２．研究の目的 
 上述のように、GH に入居直前、直後の認
知症高齢者（本人）を取り巻く状況は悲劇で
ある。家族は介護で疲弊し無関心となり、非
日常的空間へ無理やり押し込まれた本人は
介護スタッフとの関係性を構築できず孤立
無援となる。そこで介護施設が本人の安らぎ
の空間になるよう、心地よい記憶を形成する
補助が可能なシステムを研究開発する。認知
症者は短期記憶を残すことは困難だが感情
の記憶は残る。過去の記憶だけでなく現在の
生活での様々なバーバル、ノンバーバル情報
を記録し断片を紡ぎ、本人が幸せを感じる記
憶の形成を補助する。これら記録は支える側
が本人の記憶のエビデンスとして共有する。
これにより本人の QOL 向上、介護負担感の
軽減を実現する。 
 
３．研究の方法 
介護は、ケアプラン、プランに基づく介入、
結果の記録、評価、そして評価に基づくプラ
ンの見直しという PDCA サイクルで実施され
る。本研究では本人や支える側が施設で幸せ
に過ごすための新たな記憶を刻むという観
点で、この一貫したサイクルを実現するため
の体制を構築した。 
本研究の最も重要な部分は本人と支える
側の日常の関わり、すなわち一連の「事象」
を本人の「物語」として記録する技術である。
このため、三輪・渡辺がこれまでに研究開発
した介護者の気付きを記録する「コト・デー
タベース」を基盤に、支える側の「思い」を
言語的に「事象」に関連付け記録する。一方、
米澤、山添が研究するコミュニケーション・
ロボットにより本人の「思い」を代弁する無
意識のインタラクション、動作を引き出す。
太田、山下の研究する移動ロボットは顔追跡

によりその際の表情などの感情表出を記録
する。これら記録から本人の「思い」を抽出
し「事象」に関連付ける。桑原は阿部と共に、
これら記録に基づき本人と支える側の「物
語」の食い違いの原因を発見、可視化する技
術を研究する。最後に桑原は安田、土井と共
にその「食い違い」を克服し、本人の幸せや
支える側の負担軽減につながる新たな記憶
を刻み、本人の新たな「物語」を構築するた
めの介入方法を研究する。杉原は「コト・デ
ータベース」の本人の記録から本人の QOL 改
善、スタッフの介護負担軽減を評価する客観
的指標について研究する。 
 
Ⅰ）ケアプラン、介入方法に関する研究 
a) 発見・可視化の研究 
家族との関係性に問題を抱える本人の施
設入居前の思い出に焦点を当て、思い出の写
真などを手掛かりにしたインタビューなど
で、本人の生活歴をオントロジ言語により
「事象」、「物語」としてデータ化する。また
本人と家族の間の「物語」の食い違いについ
ても同様にデータ化する。このデータを用い
て本人と支える側の食い違いを説明可能な、
本人の記憶の欠落や誤解を発見、可視化する
手法を知的推論技術に基づいて開発する（図
1 ①）。 

 

図１ 本研究の全体像 

 

さらに開発した手法を、「コト・データベ
ース」に記録される本人の施設入居後に収集
されたデータに適用することを検討する。実
用的な発見を可能とするため、得られた知見
を「コト・データベース」のスキーマや記録
技術にフィードバックし、再度収集されたデ
ータを評価するプロセスをスパイラルに行
う。 
 
b) 介入方法の研究 
 例えば施設を牢屋、スタッフを牢屋の見張
りという思い込みに捉われた入居者に対し
施設長が悪役を演じ、スタッフは渋々見張り
をしている状況を本人の記憶に刻み込んで、
本人とスタッフとの間に共感を生み関係性



の構築に成功したなど、現場では様々なノウ
ハウが蓄積している。こういった本人に新た
なエピソード記憶や感情の記憶を刻み、新た
な「物語」を構成することで施設が安らぎの
場になり、支える側の負担軽減につながる介
入方法について、現場の介護者の様々なノウ
ハウを収集してデータベース化する。 
 さらに蓄積、データ化された上記の発見・
可視化技術で発見される本人の記憶の欠落
や誤解に対して、本人にとって施設が安らぎ
の場になり、支える側の負担軽減につながる
様々な介入方法のノウハウを関連付け、その
有用性を評価する。 
 
Ⅱ）記録方法に関する研究 
a) コト・データベースの研究 
三輪・渡辺らが開発している「コト・デー
タベース」を拡張し、本人と支える側の関わ
りの中での「思い」、「事象」から「物語」を
構成して記録可能とする（図 1 ②③⑥）。「コ
ト・データベース」とは、本人と支える側に
関する客観的情報、主観的情報を統合的に記
録、共有、活用する基盤システムである（図
1）。まずは実験協力フィールドとなる介護施
設のスタッフに対して聞き取り調査やアン
ケート調査を実施し、「コト・データベース」
を用いて「思い」、「事象」、「物語」を記録す
るために必要な開発要件の策定とプロトタ
イプの開発を行う。 
さらに開発したシステムと、記録システム、
入力インターフェースを連携させ試験運用
を行う。試験運用を通じて得られた知見に基
づきシステムの改良を行い、より意味のある
本人、支える側の客観的情報、主観的情報を
収集する。 
 
b) コミュニケーション・ロボットの研究 
コミュニケーション能力の高いスタッフ
による本人との関わりを観察することで、 
(1)本人の情動を反映した動作をより多く引
き出すための適切なタイミングや働きかけ
の方法を分析し、(2)その中からロボットに
より実現可能なものを選択し、コミュニケー
ション・ロボットによる介入方法の最適デザ
インについて検討する。 
 ロボットには各種センサを搭載し（図 2）、
ロボットとのコミュニケーション（介入）の
間に無意識に行われる、なでる、抱え上げる、
抱き締めるなどの動作を検出し記録する（図
1 ④）。さらに(3)情動と無意識の動作の関連
について調査、検討する。 
そしてロボットによる介入方法とハード
ウェアデザインに基づき、認知症高齢者への
介入ロボットのプロトタイプを実装する。認
知症高齢者の自室で利用する設置型ロボッ
トと、外出時に利用する装着型ロボットの２
種類について実装を進め、被験者実験により
ロボットとのインタラクションによって本
人の内面に関わる情報の引き出しが実現で
きることを確認する。 

 

 
図２ コミュニケーション・ロボット 
 
c) 移動ロボットの研究 
 本人の表情などから情動（「思い」）を抽出、
記録する移動ロボットを研究する（図 1 ⑤）。
介護施設内に本システムを展開する場合を
想定し、食事などで使用する施設の共用スペ
ースをカバーする環境カメラの映像により
入居者の個人識別を行うシステムを構築す
る。それと連携し、移動ロボットにマウント
された複数のカメラが死角を避けつつ、サー
ビスを受けている本人の表情など感情表出
を十分に記録できる場所まで自律的に移動
するアルゴリズムを開発する（図 3）。 

 

図３ 自律記録する移動ロボット 
 
さらに開発したアルゴリズムを用いて連
続顔画像からの情動抽出を可能とする技術
を研究する。認知症リハビリの専門家である
安田と認知症ケア専門士の土井の協力の下
で情動のラベル付き連続顔画像データベー
スを用いた教師あり学習を実施する。その連
続顔画像の表情から、入居者の快、不快など
の「思い」を抽出し記録することを目指す。 
 
Ⅲ）評価技術に関する研究 
本研究での、それぞれのサブシステムがも
つ技術的特性が現場の人々のコミュニケー
ションへ与える影響について、面接および観
察により質的側面に注目して分析し、定量評
価のための項目を導出する。分析は、
modified grounded theory approach のプロ



セスに則って行う。分析結果から導かれた評
価項目を質問紙によって調査し、各システム
の効果を検討する。そして各システムを結合
し介護施設で PCDA サイクルを検証する。 
 
４．研究成果 
 介入技術の研究として、コミュニケーショ
ン・ロボットを活用した介護レクリエーショ
ンサービスによる介入方法をNTT東西と検討
し、その効果を確認した。高齢認知症者はこ
のサービスにより活動的になり、さらに介護
スタッフの負担が軽減した（図４）。 
 

 
 
図４ コミュニケーション・ロボットによる 
介入の実証評価 
https://www.ntt-east.co.jp/releas
e/detail/20160830_01_01.html 
 

 またコミュニケーション・ロボットによる
認知症高齢者の情動の抽出技術として、テキ
スタイル感圧センサを内蔵したぬいぐるみ
型ロボットを研究開発した。これによりぬい
ぐるみロボットを叩く、撫でるといった感情
表出の検出が可能となった（図５）。さらに
このロボットを実際に介護施設に導入し、認
知症高齢者に受容されるのかを検証したと
ころ、認知症高齢者がこのロボットに強い愛
着を示すことが確認された。 
 

 
 
図５ 情動を抽出するコミュニケーション・ 
ロボット 

 
介護施設内の居住空間の特定の位置に固
定されたカメラと居住者の移動や姿勢変化
に合わせて移動しながら表情を追うカメラ
を併用して居住者の顔追跡を行うシステム

の構築を行った。このために浮揚ガスが充填
された小型飛行船ロボットを用いた。カメラ
システムとして複数の魚眼カメラを用い本
人と飛行船の位置を測定した。このシステム
を介護施設で評価し小型飛行船ロボットの
受容性やその機能を確認した（図６）。 
 

 
 
図６ 介護施設での実証評価 

 
 この際に収集した映像データ、センサデー
タを、コト・データベースに取り込むための
オントロジを設計し、データが統合的に分析
可能になったことを確認した。 
 またこのような情報共有システムを介護
施設に試験的に導入した際の情報共有の有
様をタイムスタディにより調査した。調査の
結果、情報共有のための記録時間を十分確保
することが難しいことを示し、システムの運
用上の課題が明らかになった。 
 NTT 東西との研究は Human Computer 
Interaction International 2016 に発表され、
Best Paper Award を受賞した。 
http://2016.hci.international/pagesmith
/186 
 また研究代表者は、本研究課題で実証評価
した高齢認知症者への様々な介入方法の実
証評価などが評価され、平成２９年度、障害
者の生涯学習活動支援に係る文部科学大臣
表彰を受けた。 
https://www.kit.ac.jp/2017/12/news17120
7/ 
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